






　こうして四十曲近い童謡が紹介されるが、

楽しい時間はあっという間に過ぎる。最後は

恒例となっている「ふるさと」の全員合唱だ。

ほぼ満員の客席も一緒になって唱和する。一

口に故郷といっても、思い浮かべる風景はま

さに十人十色であろう。それでも「ふるさと」

という言葉には、そしてこの歌には、人々の

心を一つに結ぶ力がある。

　この日歌われた童謡は、100 年後にも残っ

ていてほしい歌ばかりであった。そのために

は、このたびの関西二期会のようなたゆまぬ

地道な活動がぜひとも必要だろう。その尊い

努力があるからこそ、本当に良いものが時代

の風雪に耐えていつまでも残っていくので

ある。

　　　　　　　　　　　　　　 （北川 順一）

　関西二期会による「新・想い出のあの歌こ

の歌」、今回は「童謡誕生100 年」を記念し、

昔懐かしく、今なお歌い継がれる数々の歌が

披露された。いずれも平易な歌詞とやさしい

旋律によって洗練の極みにあり、時代を越え

て生き残ってきたものばかりである。

　複数の歌手たちが入れ替わり立ち替わり

一曲ずつ歌っていく。みな身振り手振りを交

え、ちょっとしたお芝居のようでとても楽し

い。そしてそれ以上に声の表情が豊かだ。い

わゆる童謡歌手たちの歌唱とはまた違って、

清澄な中にも情感のこもったオペラ歌手な

らではの歌声であり、まさに「大人の童謡」

というべき、この日のステージにふさわしい

演出となっている。舞台に登場するときも袖

に引き込むときも、いささかの停滞もないス

マートな身のこなしで魅せる。聴き手の方で

も心得たもので、曲の雰囲気や演奏会の流れ

を妨げない絶妙のタイミングで一曲ごとに

拍手を送っていく。それがまた、次の歌手た

ちの登場を誘う絶好の呼び水になっている。

歌手たちを支える二人のピアニストも素晴

らしい。もとより技巧を凝らした伴奏形など

ではなく、とても簡潔な譜面ではあるが、目

立たず歌唱を妨げずに、ときに近代的な和声

の妙味を巧みに聴かせるなど、さすがに練達

の腕を感じさせる。

2019 年 6 月 14 日（金） 19:00 開演
いずみホール

企画構成：名誉理事  門屋 菊子
ピアノ：禅定 佳隆　金子 浩三










